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　岡山大学に特殊廃水処理施設ができ，つづいて有機廃液処理施設が設けられ，この二施設が合併
して岡山大学環境管理施設が発足して2年忌経過した。その間1無機廃液部門と有機廃液部門とは
関係各位の努力により十分機能し着々とその成果をあげていることは誠によろこばしいことである。
ここでおこなわれる業務は教育研究の結果でてくる無機系廃液ならびに有機系廃液を処理すること
を目的としている。
　ところが岡山大学環境管理施設と云う名称のために，何だか岡山大学すべての環境を管理する処
のような錯覚を与えている。しかし実際には前記のように，無機系および有機系廃液を定期的に集
めて処理しているにすぎない。
　岡山大学津島地区では医学部，歯学部を除く各学部・体育施設・食堂・官舎などが全国でも有数
の広大な敷地に配置されている。ところがその排水のうちし尿および食堂からの排水は浄化槽を通
って排水されているが，これらの排水を含めて碩究用水，雑用水はそのまN主として農業屠水路で
ある大学の中央を流れる座主川に流れこんでいる。津島地区での排水量は水道の使用量から計算し
てユ日当り1800トンと推定されている。大学周辺の生活環境の保全および公衆衛生の面からもこ
れら排水が適切に処理されなければならないことは云うまでもない。岡山大学がこのことを放置し
てきたことは深く反省しなければならない。
　昭和49年「水質汚濁防止法施行令」が一部改正され，大学・研究機関が特定事業場に指定され
た。また「瀬戸内海環境保全特別措置法」が施行され，排水のCOD（化学的酸素要求量）にかか
る水質総量規制が実施されることになっている。3月27日の公害防止対策委員会で津島地区の排
水に対して何らかの処置を講ずべきだと私は主張したが無視されてしまった。先日工学部の高橋照
男教授の肝いりで有志の者が岡山県環境部の担当者と話合った。その結果，現状のままではとりあ
えず津島地区の主な排水口6ケ所においてCOD濃度と排水量とを連続測定しなければならないと云
う指摘をうけた。これには莫大な経費がかかると共に，その運用費はどうずればよいか。またその
運用に従事する人力沙なくとも2名は必要であろう。すなわち法律で要求される最イ邸艮を満たすため
にも，現在の環境管理施設と同じ程度の規模の施設が必要であると云うことである。
　計算機センター，RI共同利用施設，低温センターなど各教官の研究につながる施設は多くの教
官の協力によって着々と拡充されてゆく。しかし自分の研究にも役立たず，まして誰が流しこか判
らない排水に対して取組もうとしないのは，社会に活きている大学人のとるべき態度ではない。こ
の問題は学問研究以前の問題であって，大学人の態度が問われていると考える。
　おとなりの岡山理科大学ではし尿および食堂などからの生活排水を1ケ所に集めて活性汚泥法に
よって処理し，COD濃度10ppm程度として排出している。この運営に当っては所長には併任の
教授が当り，その下に運営委員会があり，実務には兼任の助手がいて常勤の技術員として大学卒の
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女性2名と共に常時PH，　BOD，　COD，　SSなどの監視に当っている，それらの実験は隣接す
る独立の鉄筋2階建の実験棟でおこなわれている。その排水処理量は1日当りエ00トンである。
この排水は現在は研究用水，雑用水など別系統で集められた排水の中に注がれている。近い将来に
これらの総排水のCOD濃度および排水量を連続観測する予定であり，今は事務員一名が欠員とな
っているが，体制の整備と共に充実する予定とのことである。現在の岡山理科大学の総排水量はエ
日600トンであり，岡山大学の約1／3である。
　一方岡山大学においては，このような排水の監視体制は全くなく，果してこのまXでよいのであ
ろうか。排水の処理には莫大な経費がかかる。施設部だけに任せておけばよいと云う問題ではない。
また施設部が独走すればよいと云う問題でもない。各学部，部局から集って早急にこの問題を討議
しようではないか。そして効率のよい施設を作ろうではないか。効率のよい運営を考えようではな
いか。おそらくわれわれの研究費の一部はこの運営経費につぎ込まねばならないのではないか。そ
のためにも大学全体の合意を得る必要があると考える。
　このような岡山大学の排水に関する私の主張は「岡山大学環境管理施設報」にのせる性質のもの
ではないことをよく理解した上で，あえて記した次第である。
　おわりに，排水に関する施設と環境管理施設との関係である。この両施設は共に岡山大学の環境
をまもり，地域社会に迷惑をかけまいとする目的においては同じである。両施設をどうするかにつ
いては，上記の排水に関する問題が片付いた上で岡山大学の総意に基づいて真剣に考えてみょうで
はないか。
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